
様式４

都市再生整備計画事業　フォローアップ報告書
東幕張地区

平成２７年２月

千葉県千葉市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３

その他の
数値指標１

指　標 従前値

事後評価

見込み・確定の別

H　　年　月指標５

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

権利者の協力により同街区での移転
が促進され、下水管が分断されること
無く連続的な整備が行われたことに
より、指標が改善した。また、関連事
業により流末となる下水道施設の整
備が先行した事により、地区内の下
水道の普及区域が拡充した。

H　　年　月

1,100

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２ 生活雑排水路の延長 m 1,650 1,100

総合所見

土地区画整理事業による建物移転
が順調に進み、老朽住宅が新築住宅
へ置き換わり、区画道路が整備され
たことにより、指標が改善した。まち
づくりニュース発行により、権利者の
事業に対する理解を得られたことも、
事業の進捗に付与した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

○

H　　年　月

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

1.60

計測時期

H26年5月

H26年5月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
要改善住宅区域の面
積

ha 3.69

1年以内の
達成見込み

1,160

1年以内の
達成見込み

○

1.60

見込み・確定
の別

1.94 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するため
の改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

密集市街地におけるスムーズな家屋の移転

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

実施した結果実施した具体的な内容 今後の課題　その他特記事項

想定される事業として、移転促進用地の取得や空き集合住宅の一
括借上げ等が該当するため、事業実施について検討していく。

具体的内容 実施時期




